
 

 

 

 
１ 調査結果 
(１) 分布状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 新入生学習状況調査【数学】では、小６の全国学調（４月）以降の学習状況をみる資料として活用

できるよう、小６の学習内容を多く出題しています。中学校数学の学習を進める上での診断的評価の

資料（レディネス）として活用するとともに、小学校算数での指導改善、学習改善につなげることが

重要です。 

○ 令和６年度の正答数の最頻値は 11問、平均正答数は 12問（平均正答率は 48％）でした。 

（正答数の最頻値：該当する生徒数の最も多い正答数） 

(２) 領域等の正答率  

領  域  等 
正答率 

（ ）は R5新入生学調 
観  点  等 

正答率 
（ ）は R5新入生学調 

数と計算      (６問） 63% (67%) 知識・技能    （15問） 55% (60%) 

図形        （５問） 31% (30%) 思考・判断・表現（10問） 37% (41%) 

変化と関係   （９問） 47% (56%) 

データの活用  （５問） 51% (52%) 

(３) 結果概要 

● 領域ごとに比較すると、正答率の高い順に「数と計算」「データの活用」「変化と関係」「図形」とな

っており、昨年度と同様に「図形」に課題が見られます。また、「変化と関係」においては R5年度の正

答率が 56％に対して、R6年度の正答率が 47％と－９ポイントとなっており課題が見られます。 

● 観点ごとの正答率を比較すると、「知識・技能」が 55％、「思考・判断・表現」が 37％になっていま

す。R5年度と比べて「知識・技能」が－５ポイント、「思考・判断・表現」が－４ポイントとなってお

り課題が見られます。 

〇 問題３(2)「２つの数量関係の立式についての理解」について、R5年度は数量関係を適切に表してい

る数直線図を選択する内容で出題し、正答率は 26％でした。R6年度は問題場面を変えずに、正しい式

を選択する内容に変更して出題したところ、正答率は 57％で、31ポイント高い結果となりました。立

式自体はできても、数量関係を捉えるためのツールとして数直線図を活用することに課題があると考

えられます。根拠を明らかにして立式できるように、引き続き指導改善が必要です。 

（４） 経年比較問題等の状況 ※R5新入生との比較 

問題番号 通番 正答率 比較問題 比較 内容（調査問題のねらい） 

２ ４ 40％ R5２ －２ ・線対称な図形を構成することができる。 

３(1) ５ 60％ R5３(1) ＋１ ・割合を求める場合に除法の式に表すことができる。 

８ 15 45％ R5８ －３ ・平均する方法について考え、数学的に表現することができる。 
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  (2) 

  (3) 

17 

18 

19 

57％ 

41％ 

49％ 

R510(1) 

    (2) 

    (3) 

－２ 

－１ 

＋１ 

・ドットプロットからデータの特徴や傾向を読み取ることができる。 

・ドットプロットから中央値を求めることができる。 

・データの特徴や傾向に着目し、代表値などを用いて問題の結論 

 について判断することができる。 

11(1) 

  (2) 

20 

21 

38％ 

36％ 

R511(1) 

  (2) 

－２ 

－１ 

・比例のグラフから、知りたい数量の結果を導くことができる。 

・比例の関係を用いて、問題を解決することができる。 

14 25 61％ R514 －２ ・落ちや重なりなく組み合わせを調べる方法を考えることができる。 
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小問正答

1 2 3 4 5 6 9 0
選択 選択 選択 選択 誤答 正答 無解答

(1) 1 異分母の分数の減法の計算ができる。
５ 年 数 と 計 算
(5)ア

知

81.3

0 0 0 0 17 81 2

(2) 2
四則に関して成り立つ法則（分配法則）を使って、正しく
計算ができる。

４ 年 数 と 計 算
(7)ア

知

89.8

0 0 0 0 10 90 1

(3) 3 小数÷小数の計算ができる。
５ 年 数 と 計 算
(3)ア

知

73.3

0 0 0 0 23 73 4

2 4 線対称な図形を構成することができる。 ６年 図形 (1)ア 知 経年

40.3

0 0 0 0 58 40 2

(1) 5 割合を求める場合に除法の式に表すことができる。
５ 年 数 と 計 算
(3)ア

知 経年

60.0

6 2 60 31 1 0 0

(2) 6 ２つの数量の関係を式に表すことができる。
６ 年 数 と 計 算
（2）ア

知

57.4

57 16 17 9 1 0 0

4 7 比の利用の問題を解くことができる。
６年 変化と関係
(2)ア

知 経年

57.9

0 0 0 0 39 58 3

(1) 8 比較量の求め方を式に表すことができる。
５年 変化と関係
(3)ア

知 経年

49.3

28 49 13 8 1 0 1

(2) 9 比較量の求め方を式に表すことができる。
５年 変化と関係
(3)ア

知 経年

68.4

5 8 68 17 1 0 1

(1) 10
どの数量に着目するかを目的や状況を考えながら判断で
きる。

６年 変化と関係
(1)イ

考

51.1

9 51 29 9 1 0 1

(2) 11 比例の関係を利用して問題を解くことができる。
６年 変化と関係
(1)ア

知

33.4

0 0 0 0 58 33 8

(1)
①
②

12
基本図形の面積の求め方を生かして、円の面積の求め
方を見いだすことができる。

６年 図形 (3)イ 考 経年

41.5

0 0 0 0 57 41 1

(2) 13 角柱の高さについて理解している。 ６年 図形 (4)ア 知 経年

32.1

32 56 6 2 3 0 1

(3) 14
除法に関して成り立つ性質を用いて、計算の仕方を考え
ることができる。

６ 年 数 と 計 算
(1)イ

考

12.9

0 0 0 0 75 13 12

8 15
平均する方法について考え、数学的に表現することがで
きる。

５年 データの活
用 (2)イ

考 経年

44.8

0 0 0 0 41 45 14

9 16
平行四辺形の底辺と高さに着目して、基本図形の面積の
求め方を見いだすことができる。

５年 図形 (3)イ 考

14.9

0 0 0 0 83 15 2

(1) 17
ドットプロットからデータの特徴や傾向を読み取ることがで
きる。

６年 データの活
用 (1)ア

知 経年

56.5

0 0 0 0 42 57 1

(2) 18 ドットプロットから中央値を求めることができる。
６年 データの活
用 (1)ア

知 経年

41.4

0 0 0 0 55 41 4

(3) 19
データの特徴や傾向に着目し、代表値などを用いて問題
の結論について判断することができる。

６年 データの活
用 (1)イ

考 経年

49.0

0 0 0 0 43 49 8

(1) 20
比例のグラフから、知りたい数量の結果を導くことができ
る。

６年 変化と関係
(1)イ

考 経年

37.7

0 0 0 0 60 38 2

(2) 21 比例の関係を用いて、問題を解決することができる。
６年 変化と関係
(1)イ

考 経年

36.1

0 0 0 0 53 36 10

(1) 22 比例の関係について理解している。
６年 変化と関係
(1)ア

知

64.2

0 0 0 0 29 64 7

(2) 23 反比例の関係について理解している。
６年 変化と関係
(1)ア

知

22.3

0 0 0 0 65 22 13

13 24
図形を構成する要素に着目して、２つの角柱の体積の関
係をもとに、問題を解決することできる。

６年図形(4)イ 考

25.4

0 0 0 0 64 25 10

14 25
落ちや重なりなく組み合わせを調べる方法を考えることが
できる。

６年 データの活
用 (2)イ

考 経年

60.6

0 0 0 0 25 61 15

48.1 0 0 0 0 0 0 0 0全体正答率

問題番号

大
問

中
問

小
問

通

番

号

7

10

11

12

調査問題のねらい 学習指導要領
との関連 正答率

     選   択   №   　　　　　　　　(％)　
主な
観点

1

3

5

6

備考



２ 指導のポイント 

（１） 

 

 

ア 問題の概要（比例の関係を利用して問題を解くことができるかを見る問題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        【正答率】33.4％ 

 

イ 誤答分析 

 画用紙の束 ア の枚数を求めるために、比例の関係にある数量を適切に判断し、選択できていない

生徒がいることが考えられます。画用紙の枚数を 620枚 (3720÷6)と解答した誤答が多いことから、

問題６(2)の値だけを見て計算している傾向があるといえます。 

 また、100 枚あたりの紙の厚さや重さをもとに大体どのくらいの枚数になるか答えの見通しをもて

ない生徒がいることも考えられます。 

 

ウ 指導上の留意点 

 比例の関係を用いることで能率よく問題を解決できる場面は日常生活に様々あります。ある数量に

ついて調べようとするとき、それを直接調べることが難しかったり、非効率的であったりする際に、と

もなって変わる他の数量に着目する必要性が生まれます。 

本問題の「画用紙を数える場面」では、枚数にともなって変わる数量として「厚さ」と「重さ」を取

り上げています。このように、比例の関係にある数量の組み合わせが複数ある場合に、どの数量に着目

するかを判断し、適切に選択することができるようにすることが重要です。 

指導に当たっては、本問題のような「情報過多な問題」を意図的に取り扱うことにより、問題解決に

必要な情報を適切に取捨選択できるようにすることが必要であると考えます。 

「算数の問題」では、通常、問題解決に必要な情報が整理されており、不要な情報が混じっているこ

とは少ないです。本問題で 620枚 (3720÷6)とする誤答が多かったことからも、「問題に出ている数値

はすべて使うものだ」と捉えている児童が多いことが伺われます。「厚さは枚数に比例する」ことを利

用するのか、「重さは枚数に比例する」ことを利用するのか、それを自分で選択し、必要な情報と不要

な情報を整理する力を身に付けさせることが、生活の中で「算数で学んだ力」を「使える」ようにして

いくために重要です。 

 

枚数(枚) 100 □ 

厚さ(cm) 2.5 ６ 

重さ(g) 1550 3720 

 

 

 

枚数(枚) 100 □  枚数(枚) 100 □ 

厚さ(cm) 2.5 ６  重さ(g) 1550 3720 

 

 

 

 

問題の場面で、ともなって変わる数量を見いだす過程を大切にしましょう。 

 

 

厚さは枚数に比例する 

ことに着目する 

重さは枚数に比例する 

ことに着目する 



（２） 

 

 

 

ア 問題の概要（平行四辺形の底辺と高さに着目して、基本図形の面積の求め方を見いだす問題） 

 

イ 誤答分析 

    ①から④の図について、正しく判断できた生徒の割合は、①60.9％、②89.4％、③79.2％、④30.3％

でした。誤答の要因として、（ア）面積を決める図形の構成要素（底辺と高さ）に着目できていないこ

と、（イ）平行四辺形の中にできた図形を分割や倍積して比べられていないことが考えられます。特に

④について正しく判断できた生徒が３割という結果となり、台形の面積の求め方の原理の理解に課題

が見られました。 

ウ 指導上の留意点 

 ５年生の図形領域では、図形を構成する要素などに着目し、基本図形の面積の求め方を見いだすと

ともに、その表現を振り返り、考察する力を育成することが大切です。 

第５学年では、次のような考え方を用いて図形の面積について考察します。 

① 図形の一部を移動して、計算による求積が可能な図形に等積変形する考え 

② 既習の計算による求積が可能な図形の半分の面積であるとみる考え 

③ 既習の計算による求積が可能な図形に分割する考え 

ある基本図形の面積の求め方を見いだした後、もとの図形のどこの長さに着目すると求められたの

か、どのように考えたら求められたのかなど、課題解決の過程を振り返りながら筋道立てて整理する

場面を設定しましょう。 

公式を用いて面積を正しく求めることができるようにすることも大切ですが、その公式で面積を求

めることができる理由をしっかりと理解させることが重要です。公式化するまでのプロセスをとおし

て、「わかる」「できる」「使える」力を身に付けさせたいものです。 

 

   ５年生で学んだ考え方を使うと…  

 
    

   分割して考えると底辺が③＋①＝④になり、底辺  合同な図形を組み合わせると２つは合同な平行 

   と高さが等しいから三角形と台形の面積は等しい  四辺形になるから三角形と台形の面積は等しい 

 

また、図形領域のねらいには「豊かな感覚の育成を図る」と示されています。その手立てとして、Ｉ

ＣＴの活用が有効であると考えられます。例えば、平行線の内部にできた三角形の頂点を自由に動か

しながら面積の関係を考察する活動を取り入れ、底辺が２倍になると面積が２倍になることや、底辺

に対する頂点の位置を平行線上で動かしても面積は変わらないことなど、児童自身が操作活動を通し

て見いだすことができるようにする工夫が考えられます。 

 

 

④ 

 何に着目して、どのように考えたら課題解決できたのか。解決の過程を 

 振り返りながら、筋道立てて整理する活動を大切にしましょう。 

① 

③ 

＝ ＝ 

【正答率】14.9％ 



（３） 

 

 

 

ア 問題の概要（反比例の関係について理解しているかを見る問題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               【正答率】64.2％ 

 

                               【正答率】22.3％ 

 

イ 誤答分析 

(1)の比例の関係にある場合の ア に入る数の正答率 64.2％に対して、(2)の反比例の関係にある場

合の ア に入る数の正答率は 22.3％と低い結果となりました。また、無解答率が 13.1％と他の問題よ

りも無解答の割合が大きくなりました。 

誤答の内容も多様であり、比例と反比例における「決まった数」に着目して考えることができなかっ

た児童が多かったことが考えられます。 

 

ウ 指導上の留意点 

 昨年度、２つの数量の関係を示した４つの表か

ら、比例と反比例の関係にある表を１つずつ選択

する問題を出題したところ、比例の正答率は

75.9％、反比例の正答率は 62.0％でした。「xが増

加すると yが増加するのが比例、yが減少するのが

反比例」と誤解している児童がいることに留意し

て指導する必要があります。 

 今年度は、比例と反比例の「決まった数」に着目

して x に対応する y の値を求めることができるか

を見る問題を出題しました。 

 本問題は、倍の関係に着目（表を横に見る）して

考えることもできますが、xが 3と 5のときを比べ

ると整数倍ではないことから、計算間違いによる

誤答が増えたと考えられます。この場合、「決まっ

た数」に着目（表を縦に見る）した方が計算は容易

です。 

 指導に当たっては、「表を横に見る」と「表を縦に見る」の２つの見方を、必要に応じて使い分ける

ことができるようにすることが大切です。その際、本問題のように整数倍にならない場合を取り上げ

たりすることも有効です。 

 なお、「決まった数」を、中学校数学では「比例定数」として捉え直します。第５学年及び第６学年

の比例・反比例の学習は、中学校第１学年の比例・反比例をはじめとする中学校の「関数」領域の素地

となるものです。また、理科など他教科でも生かされる内容であるとともに、日常生活の中でも無意識

に比例・反比例の考えを活用していることがあります。この学びが算数の授業の中だけに閉じるので

はなく、私たちの生活の中で必要不可欠なものであることを実感できるようにしたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 「表を横に見る」と「表を縦に見る」の２つの見方を必要に応じて 

 使い分けることができるようにしましょう。 

R5 岩手県中学校新入生学習定着度状況調査 

 



（４） 

 

 

 

ア 問題の概要（図形の構成要素に着目して、２つの角柱の体積の関係をもとに、問題を解決する問題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    【正答率】25.4％ 

 

イ 誤答分析 

容器Ａの高さと同じ８cmという誤答が 13.7％と最も多かったです。２つの角柱の体積を決める図形

の構成要素（底面の面積と高さ）に着目できていないと考えられます。 

また、誤答の状況を見ると、水の体積を求めている誤答や３桁の数値を記載している誤答など、多様

な誤答が見られました。場面設定や問われている内容など、問題把握ができていない児童がいること

が考えられます。 

 

ウ 指導上の留意点 

   算数科の指導において、およその大きさや形を捉え、それらに基づいて適切に判断したり、能率的な

処理の仕方を考え出したりすることができる力を育むことが大切です。 

本問題では、幅広い誤答が見られ、「結果の見通し」をもつことができていないことが要因の一つと考

えられます。 

・容器Ａの底面積が容器Ｂと同じならば、移したときの水の高さは８cmになる 

・容器Ａの方が底面積が小さい（容器Ｂの半分）から、移したときの水の高さは８cmより低くなる 

・容器Ｂの高さ 10cmの半分よりは低くなりそうだ 

まずはこのような見通しをもつことができるようにすることが大切です。大きな誤りを防ぐことがで

きますし、「解決方法の見通し」にもつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導に当たっては、図形の構成要素に着目し、角柱の体積を求める式「底面積×高さ」を基に「底面の

面積が２倍になっているから、高さは 1/2 になる」ことを見いだすなど、図形の見方を豊かにすること

が大切です。 

 およその大きさや形を捉え、それらに基づいて適切に判断したり、能率的な 

 処理の仕方を考え出したりすることができる指導を心がけましょう。 

 

Ｔ：容器Ａの水を容器Ｂに移しかえたとき 

の様子を容器Ｂにかいてみましょう！ 

Ｃ：～自由に記入～ ← 結果の見通し 

Ｔ：どんな図をかいたのか交流してみよう 

Ｃ：～交流～ ← 解決の見通し 

Ｔ：水の高さは何ｃｍになるのかな？ 


